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2009年12月7日から18日までコ
ペンハーゲンで開催されたCOP15
（国連気候変動枠組条約第15回締約
国会議）。縁あって、私はNHKの環境
特別番組『SAVE THE FUTURE』の
コーディネーター兼リサーチャー兼通
訳業務に携わった。取材やロケで、会
場であるベラセンターとコペンハーゲ
ンの街中を行ったり来たりする中で見
聞きし、感じたことを、こぼれ話とし
てご紹介しようと思う。

「あなたの、そして私の環境会議」

人口わずか550万人のデンマーク
にとって、190を超える国と地域が
参加するという、これほどまでに大き
な国際会議の議長国を務めたのは、も
ちろんこれが初めてのこと。しかも、
環境先進国といわれるデンマーク。国
民やコペンハーゲン市民が、会議へ大
きな期待を寄せていたのは言うまでも
ない。市内のあちこちでは、気候変動
や環境に関する展示が行われ、氷点下
まで下がる厳しい寒さの中、小学生た
ちが社会科見学でそうした展示を通じ
て、COP15を、そして気候問題をよ
り身近に感じとろうという姿勢がうか

がえた。
また、2,500世帯を超えるコペン
ハーゲン市民が、会議に参加する各国
の人たちのために、期間中部屋と食事
を無料で提供するという、ホストファ
ミリーのボランティアとして間接的に
会議に貢献した。これは、アート＆ホ
スピタリティーをテーマに掲げる世界
的なアーティスト・ネットワーク、
WOOLOOが 企 画 し たNEW LIFE 
COPENHAGENというプロジェクト
の一環。ロケでそのうちの一家庭を訪
ねたが、ホストファミリーのお母さん
は「コペンハーゲンで開催するのだか
ら、市民もできる範囲で参加し、協力
する義務がある。だってこの会議は、
政治家や専門家だけのものではなく、
あなたの、そして私のための環境会議
なのですから」とコメントしてくれた。
何事も他人任せにせず、自分たちにで
きることでアクションを起こしていこ
うという、コペンハーゲンやデンマー
クの人たちの心意気がよく表れている
なと感じた。

「グリーン税はもっと上がるべき」
　
デンマークの気候変動対策や環境政
策は、環境税を含む「グリーン税」な
しには語れない。デンマークでは、環
境に悪影響を及ぼす恐れのあるものの
購入や利用に際し、3カテゴリー25
種類におよぶグリーン税がかけられて
いる。取材で訪れた家庭でも、ガソリ
ンや電気代にかかるグリーン税が、購
入金額の40％前後と高い割合を占め
ることが判明。「高すぎると思いませ
んか？」と質問する日本のテレビに対

して「いや、環境に悪いものの使用を
控え、二酸化炭素の排出量削減の効果
をさらに上げるためには、もっと高い
グリーン税をかけてもいいと思う」と
答えて、スタッフを驚かせていた。テ
レビ向けの優等生回答だ、と勘ぐられ
そうだが、決してそうではない。今回
に限らず、デンマーク人はおおむね、
グリーン税が社会と環境のためになる
なら、その負担も仕方なく、さらなる
増税もやむなしと考えている。しかし、
デンマーク人がこのように考えられる
のは、幼い頃から家庭や学校で繰り返
し行われる環境教育と、税金が高くて
も、それが確実に社会に生かされ、そ
の結果、個人の生活が破綻するような
ことは起こらないという、国が国民生
活を守る仕組みの裏付けがあるからに
ほかならない。
会議の成果については賛否両論あろ
う。しかしながら、先頃のUNFCCC
（国連気候変動枠組条約）の会見にあっ
た「コペンハーゲンでケーキを焼き上
げることはできなかった。でも、次の
メキシコで新たにケーキを焼くため
の、正しい材料は揃っている」という
言葉のように、結果を前向きにとらえ
て、これまで以上に気候対策に力を入
れていこうという空気がデンマークに
はある。事実、リュケ・フリース新気
候エネルギー相は、就任後EU以外の
初の外遊先として、2月上旬にインド
と中国を訪問。環境先進国そして、
EUの一員として、今回の「教訓」を糧
に、いかに気候問題の解決へ向けて存
在感を取り戻すことができるか、国民
の期待は大きい。 （2010年2月執筆）
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COP15の 会 場
となったベラセ
ンター 筆者提供
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2009年大みそか、スペイン人が伝
統的な12粒のブドウを食べて、ゆく
年に別れを告げようとしているころ、
スペインは当番で回ってきた欧州連合
（EU）理事会議長国の手綱を握ろうと
していた。
一般市民は“ブリュッセル”での出来
事に関心がなく、スペインが議長国に
就任することが何を意味するのかほと
んど知らないまま、2010年を迎えた。
議長国になることの影響を評価するに
は半年待たなければならないが、その
道のりの始まりからすると多くの成果
は期待しがたい。
スペインが1986年に加盟してか
ら、EUの舵取りをするのは今回で4

回目で、ホセ・ルイス・ロドリゲス・
サパテロ首相は、議長国の主役を演じ
る3人目の首相となる。スペインが次
に責務を担うのは少なくとも14年後、
新たな加盟国が加わればもっと先のこ
とになる。
しかし今回が特別なのは、リスボン
条約発効後、初めての議長国となるか
らだ。同条約により、欧州理事会（EU

サミット）の常任議長とEU外務・安全
保障政策上級代表の2ポストが新設さ
れた。つまり、サパテロ政府の責務は
限られたものとなり、多くの人が“議
長国でありながら、議長国でなくなっ
た”と論評している。
さらに、「議長国トリオ（スペイン、
ベルギー、ハンガリー）・プログラム」
にも従うことになる。つまり、継続性
のため、後続の2議長国と連携してプ
ロジェクトに取り組むことになり、成
功しても失敗しても、その効果は薄め
られる。

“チーム・サパテロ”の大きな課題

“チーム・サパテロ”が取り組むべき
最大課題は経済だ。しかし、その矢先
に外交手腕よりも詩的才能で知られる
前ベルギー首相のヘルマン・ヴァン・
ロンプイ欧州理事会常任議長が2月
11日、経済問題に取り組むため欧州
理事会を招集した。
議長国の職務遂行に当たっては、経
済危機の克服と、質の高い雇用を創出
できる持続可能な発展の実現、という
2つのテーマが重要だ。「欧州2020」
と呼ばれる、ポスト・リスボンの新戦
略こそが、経済、社会、環境、そして
雇用についての今後の取り組み課題を
策定することになるだろう。
しかし、スペインは不況が続き、失
業率が欧州平均のほぼ2倍に達する国
のひとつ。「スペインは、自国すら不
況から脱することができないのに、こ
のプロジェクトに取り組む用意ができ
ているのか？」と懐疑的な声も聞かれ
る。しかし、サパテロ首相はそうした
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懐疑を“突飛な発想”だとしている。

議長国スペインの役割は？

スペインが議長国を務める上で不都
合なもうひとつのことは、ヴァン・ロ
ンプイ議長と英国のキャサリン・ア
シュトン外交・安全保障政策上級代表
が新たなる“顔”として就任したため、
注目を浴びる機会に恵まれなくなるこ
とだ。
しかし、英紙デイリー・テレグラフ
が論評したように、複数のリーダーが
並び立つこの“ヒュドラ*・ヘッド”体
制の中で、議長国スペインに与えられ
た好ましいことがある。それは、“スー
パー閣僚”のアシュトン氏の外交経験
が乏しく、中南米、北アフリカ、地中
海・中近東諸国に関する欧州の外交政
策について、スペイン政府の“助言”を
求める姿勢を示していることだ。
こうした難しい状況で、サパテロ首
相やミゲル・アンヘル・モラティノス
外相は、「リスボン条約」が定めた新
たなEUの機能に関する規定が成功を
収めるよう、スペインは固い決意で取
り組むと繰り返し強調している。たと
え、主役の座を譲り渡し、半年間国内
の利益を犠牲にするという代償を払っ
てでもである。
事実、首脳会議はサパテロ首相によ
る議長の下では行われない。サパテロ
首相は、スペインで開催される域外国
との首脳会議の共同ホストの一人でし
かないからだ。

（2010年1月執筆）

*編注）ギリシャ神話で１頭を切っても切り口から2
頭が生じたという9頭の怪物。

スペイン議長国就任会見での（左から）ヴァン・ロン
プイ欧州理事会常任議長、サパテロ首相、バローゾ
欧州委員会委員長（2010年1月8日、マドリッド）
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